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右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 

政
府
の
沖
繩
施
策
の
実
績
と
今
後
の
施
策
に
関
す
る
質
問
主
意
書 
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五
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一 

 



 

そ
の
後
各
種
の
内
的
、
外
的
要
因
（
ド
ル
シ
ョ
ッ
ク
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
等
）
も
あ
つ
て
、
日
本
経
済
は
急
速
に

深
刻
な
不
況
を
招
き
、
今
日
も
な
お
立
ち
直
り
を
見
せ
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
。
そ
も
そ
も
こ
の
計
画
の
発
想
自

体
が
沖
繩
の
現
実
、
立
地
条
件
等
に
必
ず
し
も
マ
ッ
チ
し
た
も
の
で
な
か
つ
た
が
故
に
、
各
種
の
障
害
を
生
じ
て 

沖
繩
振
興
開
発
特
別
措
置
法
は
、
沖
繩
の
本
土
復
帰
に
伴
い
総
合
的
な
沖
繩
振
興
開
発
計
画
を
策
定
し
、
こ
れ

に
基
づ
く
事
業
を
推
進
す
る
等
特
別
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
基
礎
条
件
の
改
善
並
び
に
地
理
的
、

自
然
的
特
性
に
即
し
た
沖
繩
の
振
興
開
発
を
図
り
、
も
つ
て
住
民
の
生
活
及
び
職
業
の
安
定
、
福
祉
の
向
上
に
資

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
制
定
さ
れ
た
が
、
こ
の
計
画
が
策
定
さ
れ
た
当
時
の
我
が
国
経
済
は
、
高
度
成
長
が
最

絶
頂
に
あ
つ
た
時
期
で
も
あ
つ
た
。 

 
沖
繩
が
本
土
に
復
帰
し
て
、
早
く
も
七
年
目
を
迎
え
る
に
至
つ
た
。 

政
府
の
沖
繩
施
策
の
実
績
と
今
後
の
施
策
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

こ
れ
ま
で
政
府
は
、
計
画
の
基
本
構
想
は
間
違
つ
て
い
な
い
と
、
か
た
く
な
な
姿
勢
を
示
し
続
け
て
き
た
が
、

す
べ
て
の
事
業
実
施
に
当
た
つ
て
前
提
と
な
る
県
民
総
人
口
は
、
計
画
基
準
年
次
九
十
五
万
千
人
、
昭
和
五
十
六

年
度
の
目
標
年
次
に
は
百
三
万
千
人
と
想
定
さ
れ
た
が
昭
和
五
十
三
年
一
月
一
日
現
在
の
県
調
査
に
よ
れ
ば
、
す

で
に
百
七
万
三
千
七
百
七
十
一
人
に
達
し
て
い
る
こ
と
を
み
て
も
、
こ
の
計
画
の
そ
ご
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
計
画
想
定
の
誤
り
は
今
や
随
所
に
表
わ
れ
て
い
る
の
が
実
情
で
あ
る
。 

こ
の
際
政
府
は
、
日
本
経
済
の
現
状
と
沖
繩
の
現
実
に
即
し
て
計
画
の
見
直
し
を
図
り
、
沖
繩
振
興
開
発
特
別

措
置
法
の
定
め
る
目
的
達
成
の
た
め
全
力
を
尽
く
す
べ
き
で
あ
る
。 

い
る
の
が
今
日
の
実
態
で
あ
る
。 

昭
和
五
十
六
年
の
目
標
年
次
ま
で
あ
と
四
年
、
果
た
し
て
沖
繩
の
振
興
開
発
計
画
は
達
成
で
き
る
の
で
あ
ろ
う

か
、
は
な
は
だ
不
安
と
疑
問
な
き
を
得
な
い
。 

復
帰
七
年
目
を
迎
え
る
に
当
た
り
私
は
政
府
に
対
し
、
昭
和
四
十
七
年
度
か
ら
昭
和
五
十
二
年
度
に
至
る
六
年 

四 

 



 

一 

復
帰
六
年
間
の
施
策
の
評
価
に
つ
い
て 

間
に
実
施
さ
れ
た
諸
計
画
の
進
捗
状
況
及
び
計
画
後
期
の
課
題
と
こ
れ
に
対
す
る
具
体
策
に
つ
い
て
お
伺
い
し
た

い
。 

二 

雇
用
、
失
業
対
策
に
つ
い
て 

3 

県
民
総
生
産
と
一
人
当
た
り
の
県
民
所
得
の
推
移
と
今
後
の
見
通
し
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

2 

政
府
は
、
沖
繩
振
興
開
発
計
画
の
最
終
年
次
で
、
産
業
構
造
が
ど
の
よ
う
な
分
布
に
な
る
と
み
て
い
る
の

か
。
こ
れ
ま
で
の
実
績
と
対
比
し
て
、
そ
の
見
通
し
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

1 

政
府
は
、
今
日
ま
で
の
沖
繩
振
興
開
発
計
画
を
は
じ
め
、
復
帰
諸
施
策
が
県
民
の
期
待
に
応
え
得
る
も
の

で
あ
つ
た
と
思
う
か
。 

こ
の
六
年
間
の
実
績
を
総
合
し
て
ど
う
評
価
し
て
い
る
か
、
見
解
を
明
示
せ
よ
。 

ま
た
、
人
口
は
ど
の
く
ら
い
に
な
る
と
み
て
い
る
か
。 

五 

 



 

三 

産
業
の
振
興
、
特
に
次
の
事
項
に
つ
い
て
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

2 

農
業
の
振
興 

1 

産
業
構
造
の
改
善
に
つ
い
て
行
つ
た
施
策
の
実
績
と
今
後
の
施
策 

復
帰
前
は
わ
ず
か
一
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
で
あ
つ
た
失
業
率
が
復
帰
後
は
急
増
し
、
こ
の
二
、
三
年
来
は
本
土

の
三
倍
近
い
失
業
率
と
な
つ
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
に
失
業
者
が
増
大
し
雇
用
不
安
の
状
況
が
続
い
て
い
る
こ
と
は
、
振
興
開
発
計
画
が
そ
の
成
果
を

収
め
得
ず
、
経
済
環
境
が
不
正
常
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 

政
府
は
、
沖
繩
の
雇
用
、
失
業
問
題
が
極
め
て
深
刻
な
事
態
と
な
つ
て
い
る
要
因
を
明
ら
か
に
し
、
今
後
の

具
体
策
を
明
示
せ
よ
。 

ロ 

主
要
農
作
物
の
生
産
振
興
に
つ
い
て
行
つ
た
施
策
の
実
績
と
今
後
の
施
策 

イ 

農
業
基
盤
の
整
備
に
つ
い
て
行
つ
た
施
策
の
実
績
と
今
後
の
施
策 

六 

 



 

7 

観
光
産
業
の
振
興
に
つ
い
て
行
つ
た
施
策
の
実
績
と
今
後
の
施
策 

6 

中
小
企
業
の
振
興
に
つ
い
て
行
つ
た
施
策
の
実
績
と
今
後
の
施
策
並
び
に
企
業
の
整
理
倒
産
の
推
移
と
現

状
及
び
今
後
の
見
通
し 

5 

畜
産
業
の
振
興
に
つ
い
て
行
つ
た
施
策
の
実
績
と
今
後
の
施
策 

4 

水
産
業
の
振
興 

3 

林
業
の
振
興
に
つ
い
て
行
つ
た
施
策
の
実
績
と
今
後
の
施
策 

ニ 
農
道
及
び
林
道
の
整
備
に
つ
い
て
行
つ
た
施
策
の
実
績
と
今
後
の
施
策 

ロ 

水
産
物
の
流
通
、
加
工
施
策
の
整
備
に
つ
い
て
行
つ
た
施
策
の
実
績
と
今
後
の
施
策 

イ 

漁
港
の
整
備
に
つ
い
て
行
つ
た
施
策
の
実
績
と
今
後
の
施
策 

ハ 

そ
の
他
養
殖
漁
業
の
振
興
に
つ
い
て
行
つ
た
施
策
の
実
績
と
今
後
の
施
策 

ハ 

農
用
地
及
び
農
業
労
働
力
の
確
保
に
対
す
る
今
後
の
施
策 

七 

 



 

四 
公
共
施
設
の
整
備
、
特
に
次
の
事
項
に
つ
い
て
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

五 

民
生
の
安
定
対
策
、
特
に
次
の
事
項
に
つ
い
て
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

4 

医
療
従
事
者
の
確
保
に
つ
い
て
行
つ
た
施
策
の
実
績
と
今
後
の
施
策 

3 

医
療
保
健
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
行
つ
た
施
策
の
実
績
と
今
後
の
施
策 

2 

都
市
公
園
の
整
備
に
つ
い
て
行
つ
た
施
策
の
実
績
と
今
後
の
施
策 

1 

住
宅
の
整
備
に
つ
い
て
行
つ
た
施
策
の
実
績
と
今
後
の
対
策 

4 

水
資
源
の
開
発
と
生
活
用
水
、
工
業
用
水
、
農
業
用
水
の
確
保
に
つ
い
て
行
つ
た
施
策
の
実
績
と
今
後
の

施
策 

3 

教
育
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
行
つ
た
施
策
の
実
績
と
今
後
の
施
策 

2 

交
通
通
信
体
系
の
整
備
に
つ
い
て
行
つ
た
施
策
の
実
績
と
今
後
の
施
策 

1 
道
路
の
整
備
に
つ
い
て
行
つ
た
施
策
の
実
績
と
今
後
の
施
策
（
市
町
村
道
を
含
む
。
） 

八 

 



 

六 
軍
事
基
地
の
整
理
縮
小
に
つ
い
て 

沖
繩
振
興
開
発
計
画
に
も
「
基
地
依
存
経
済
か
ら
脱
却
し
て
、
自
立
経
済
の
確
立
を
は
か
る
た
め
米
軍
施
設

区
域
の
整
理
縮
小
を
は
か
り
、
そ
の
跡
地
お
よ
び
跡
施
設
を
産
業
振
興
お
よ
び
社
会
資
本
整
備
の
た
め
に
活
用

す
る
。
」
と
掲
げ
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
日
ま
で
の
基
地
の
返
還
状
況
を
み
る
と
、
復
帰
時
の
基
地

面
積
の
県
面
積
に
占
め
る
割
合
は
一
二
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
本
年
五
月
一
日
現
在
の
そ
れ
は
一
一
・
五
パ
ー

セ
ン
ト
と
な
つ
て
お
り
、
政
府
の
沖
繩
の
米
軍
基
地
縮
小
に
対
す
る
努
力
は
極
め
て
不
十
分
で
あ
る
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
。 

日
本
に
お
け
る
米
軍
基
地
面
積
に
占
め
る
沖
繩
の
米
軍
基
地
面
積
の
割
合
は
五
三
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
な
り
、

沖
繩
県
面
積
の
約
一
二
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
、
し
か
も
沖
繩
本
島
の
人
口
密
集
地
域
に
集
中
し
て
い
る
状
況
に

あ
る
た
め
、
基
地
の
存
在
が
沖
繩
の
振
興
開
発
、
県
民
生
活
等
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
は
従
来

か
ら
指
摘
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

九 

 



 

七 

放
棄
請
求
権
問
題
に
つ
い
て 

4 

今
後
の
沖
繩
の
米
軍
基
地
返
還
に
つ
い
て
政
府
の
方
針
を
伺
い
た
い
。 

3 

沖
繩
に
お
い
て
は
い
わ
ゆ
る
リ
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
返
還
が
大
幅
に
遅
れ
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
は
何

か
。
ま
た
、
リ
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
費
用
の
推
計
総
額
は
い
く
ら
か
。 

2 

第
十
四
回
、
第
十
五
回
及
び
第
十
六
回
の
日
米
安
全
保
障
協
議
委
員
会
に
お
い
て
、
米
軍
基
地
の
整
理
統

合
に
つ
い
て
合
意
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
特
に
沖
繩
の
基
地
の
整
理
縮
小
計
画
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

そ
の
計
画
と
実
績
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

1 
政
府
は
広
大
な
軍
事
基
地
の
存
在
が
、
沖
繩
の
振
興
開
発
計
画
の
推
進
や
民
生
の
安
定
に
大
き
な
支
障
を

来
し
て
い
る
こ
と
を
認
め
る
か
。 

沖
繩
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
放
棄
請
求
権
問
題
に
つ
い
て
は
、
沖
繩
返
還
協
定
放
棄
請
求
権
等
補
償
推
進
協
議

会
か
ら
、
第
一
次
、
第
二
次
分
と
し
て
計
十
二
万
三
千
八
百
七
十
九
件
、
千
百
七
十
二
億
三
千
三
百
六
十
五
万
八 

一
〇 

 



 

八 

沖
繩
戦
被
災
者
に
対
す
る
補
償
に
つ
い
て 

千
三
百
五
円
も
の
補
償
を
要
請
し
て
い
る
。
こ
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、
政
府
は
実
態
調
査
を
行
い
そ
の
結
果

を
踏
ま
え
今
年
度
は
関
係
省
庁
間
で
協
議
会
を
設
け
て
処
理
方
針
を
決
定
す
る
と
の
こ
と
で
あ
つ
た
が
、
こ
の

協
議
会
は
設
置
さ
れ
た
の
か
伺
い
た
い
。 

復
帰
七
年
目
に
な
つ
た
今
日
、
い
た
ず
ら
に
こ
の
問
題
の
解
決
を
延
ば
す
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
こ
と
で
あ 

る
。
従
つ
て
政
府
は
速
や
か
に
処
理
方
針
を
決
定
し
、
来
年
度
よ
り
処
理
で
き
る
も
の
か
ら
補
償
措
置
を
講
ず

べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

漁
業
関
係
に
つ
い
て
は
不
十
分
な
が
ら
今
年
度
に
お
い
て
予
算
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
他
の
事

項
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
に
処
理
す
る
方
針
す
ら
決
定
さ
れ
て
い
な
い
。 

復
帰
七
年
目
に
な
つ
て
も
、
戦
後
処
理
あ
る
い
は
復
帰
処
理
が
な
さ
れ
な
い
事
項
に
、
放
棄
請
求
権
問
題
、

旧
日
本
軍
接
収
用
地
、
市
町
村
道
未
買
収
用
地
（
潰
れ
地
）
等
が
あ
る
。 

一
一 

 



 

 

一
二 

な
か
で
も
、
戦
後
処
理
の
一
環
と
し
て
の
重
要
課
題
の
一
つ
で
あ
る
「
沖
繩
戦
被
災
者
補
償
期
成
連
盟
」
か
ら

要
請
さ
れ
て
き
た
補
償
問
題
に
つ
い
て
は
、
遅
々
と
し
て
進
展
し
て
い
な
い
。 

政
府
は
、
こ
の
件
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
に
検
討
し
て
き
た
か
。
ま
た
そ
の
解
決
策
い
か
ん
。 

右
質
問
す
る
。 


